
	
 横浜研究会・生涯学習研究会報告  
 
第 4 回横浜研究会  
日時：2016 年 10 月 29 日（土） 14 時～17 時 

場所：横浜市民フロア 横浜新都市ビル（そごう横浜店）9 階 ミーティングルーム 

参加者：18 名、宇野先生 

【第一部	
 宇野先生の講話と問題提起】「世界から見る日本のありかた」について 
宇野先生が 2016 年度の総会での講演の最後に取り上げられ、ライフワークとおっしゃっていた 

「平和」をテーマにした講話でした。 憲法九条や日本の現実、カントの思想との兼ね合いなど、 

国際政治学者として、またご自身の人生の集大成として翌年発刊を構想されていた（陽の目を見る 

ことはできませんでしたが）著作のエッセンスを、自らの戦争体験を踏まえながら、思いを込めて語 

っていただきました。 

【第二部	
 ブックレビュー】 第 15期	
 岡本楠雄さん 
 課題図書：「保守主義とは何か―反フランス革命から現代日本まで」（宇野重規著、中公新書 2378） 

日本論をとらえ直すうえで、私たちの思考基盤をしっかり見つめなおしてみる貴重な機会となる課

題図書で、著者は宇野先生のご子息宇野重規氏。岡本さんの発表に対して、宇野先生は、学者と

して現役のゼミの時のように鋭く接していただき、併せて、父親としての愛情がにじみ出るご発言も

散りばめられ、心地よい緊張感のある密度の濃い時間を共有させていただきました。 

 
第 22 回生涯学習研究会  
日時：2017 年 3 月 25 日（土） 14 時 30 分～17 時 

場所：成蹊大学 2 号館 201 教室 

参加者：13 名 

【個人研究レポート】 
テーマ：「社会科学が見つめなかった現代史～サンダカン（マレーシア）の事例にみるメンタリティ」 

発表者：第 6 期 榊眞さん 

サンダカンの現代史は文学が負の歴史を取り上げました。『死の転進』『サンダカン八番娼館』など

の文学と、数少ない社会科学研究書を読み比べ、なぜ、現代史の課題にしてこなかったかを、豊

富な資料と多角的な切り口から問いかけ、考察しました。 

【ブックレビュー】 
課題図書：「科学者と戦争」池内了著（岩波新書 1611） 

発表者：第 19 期 橋本 淳一郎さん 

第 2 次世界大戦の反省から、日本では公然とした軍事研究は行われてきませんでしたが、近年政

府主導で、急速に科学の軍事化が進みつつあります。そうした実状に警鐘を鳴らす、科学者から

の問題提起について、読み解きました。 


